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2023 年 1 月 25 日 

各  位 

株 式 会 社 フ ィ ス コ 

代 表 取 締 役 社 長 狩野 仁志 

（東証グロース市場・コード 3807） 

問い合わせ先：   

取締役管理本部長 松崎 祐之   

電 話 番 号 03（5774）2440（代表） 

 

通期連結業績予想の修正および営業損失等の計上に関するお知らせ 

 

当社は、2022 年 12 月期決算において、2022 年 2 月 21 日付当社「2021 年 12 月期決算短信」

にて公表しました 2022 年 12 月期通期業績予想につきまして、下記の通り修正するとともに、連

結及び個別決算において、特別損失を計上することとなりましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

1． 業績予想の修正について 

(1) 2022 年 12 月期通期（2022 年１月１日～2022 年 12 月 31 日）        単位：百万円 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

1,313 

百万円 

232 

百万円 

231 

百万円 

227 

円 銭 

4.98 

今回予想値（Ｂ） 1,063 43 68 △2,649 △57.93 

増減額（Ｂ－Ａ） △250 △189 △163 △2,876       － 

増減率（％） △19.04 △81.46 △70.56  －       － 

ご参考（前期実績） 

2021 年 12 月期 
1,156 130 239 3,801 83.21 

 

 

2． 修正の理由 

広告代理業は制作案件の受注も回復傾向にあり、前回予想を上回る業績で堅調に推移したもの

の、情報サービス事業において、第 4 四半期にかけ情報プラットフォームの広告収入が大幅に減

少したこと、暗号資産・ブロックチェーン事業において、暗号資産に対する自己勘定投資を行っ

ていることから、損益の純額を売上に計上しており、2022 年 11 月のアメリカ大手暗号資産交換

所 FTX トレーディングの経営破綻から、ビットコインを中心とした暗号資産市場の暴落の影響を

受け、保有する暗号資産の評価損などの計上により、売上高が前回予想を 250 百万円下回りまし

た。これにより、営業利益は前回予想を 189 百万円下回る 43 百万円、経常利益は前回予想を 163

百万円下回る 68 百万円の経常利益となりました。 

親会社株主に帰属する当期純利益に関しましては、保有する株式会社 CAICA DIGITAL の株

式の評価損を計上したこと等による投資有価証券評価損 2,713 百万円を特別損失に計上したこと
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により、前回予想を 2,876 百万円下回る結果となりました。 

 

3． 営業損失の内容 

暗号資産・ブロックチェーン事業におきましては、保有する暗号資産の評価損 152 百万円の計

上により、売上高△146 百万円となりました。 

 

4． 特別損失の内容（連結・個別） 

当社が保有する株式会社 CAICA DIGITAL の株式の評価損を計上したこと等により、連結及

び個別決算において、投資有価証券評価損 2,713 百万円を特別損失に計上いたしました。 

  

 

以 上 


